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テンプル大学ジャパンキャンパス(Temple University, Japan Campus = TUJ)は、アメリ
カ合衆国ペンシルベニア州にあるテンプル大学の日本校です。1982年に東京に開校し、日
本で初めてアメリカの大学教育を提供する場として誕生しました。

TUJは2005年2月、文部科学省より「外国大学の日本校」として指定されました。外国大学
の日本校として指定を受けた外国大学の日本校は、TUJが初めてです。これによって、本学
の学生の日本の大学院への進学や、日本の大学への編入、単位互換などがさらに容易になり
ました。

TUJは、世界約70カ国・地域から集まる約4,000人の学生が学ぶ国際的なキャンパスです。
学部課程では、アート学科、アジア研究学科、国際ビジネス学科、経済学科、観光・ホスピ
タリティマネジメント学科、3+1留学プログラム：コンピュータサイエンス学科、政治学科、
国際関係学科、教養学科、心理研究学科、コミュニケーション学科など、幅広い分野の学位
プログラムを提供しています。大学院課程では、大学院教育学研究科(修士・博士）、ロー
スクール、マネジメント修士の3つの研究科を設置しています。

また学位目的としない、アカデミック・イングリッシュ・プログラム、生涯教育プログラム、
企業内教育プログラムと、幅広い層のニーズに応えるプログラムを提供しています。

世田谷区は区内および隣接に１７の大学・学部があります。各大学の専門性や特色を
活かし、区内の様々な課題に区や地域と協働して取り組んでいます。

今回はテンプル大学ジャパンキャンパスの紹介と地域と協力した取組みをご紹介しま
す！
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TUJは2022年12月6日に世田谷区と
包括的な連携・協力に関する覚書を
締結しました。TUJは2019年８月に
三軒茶屋にキャンパスを移転して以
来、世田谷区との間で異文化コミュ
ニケーション・国際理解促進のため
の協力を進めてきましたが、今後そ
の連携を一層深化させるべく、正式
に覚書を交わすことに合意したもの
です。

マシュー・ウィルソンTUJ学長（左）、保坂展人世田谷区長がTUJキャ
ンパスで覚書を締結。

夏休みはTUJで『100％英語漬け』、小学生から大学生まで短期集中
プログラムを８月に開催

TUJは、毎年夏休みに小学生から大
学生と幅広い年齢層向けにさまざま
な短期集中英語プログラムを開催し
ます。リピーターや兄弟姉妹での参
加も多く、人気のプログラムです。
合計1,000名以上の参加者が学んで
くださっています。2023年も大盛
況でした。世田谷区立小・中学生に
は参加費助成制度があります。

TUJ小学生の国内留学プログラム、昨年の授業風景

東京都立青鳥特別支援学校との交流

2023年7月10日に青鳥特別支援学校
の生徒たちがTUJを訪れ、カリキュ
ラムの一部である作業学習との時間
としてキャンパスの窓清掃を行いま
した。TUJはこの訪問を歓迎し、テ
ンプル大学のロゴがプリントされた
Tシャツをプレゼント。生徒たちは
それを着用して熱心に作業にあたり
ました。キャンパスの美化はもちろ
ん、多様な背景を持つ個人同士の交
流と理解促進につながった活動でし
た。

TUJを訪れ、作業学習として窓清掃の技術を習得する青鳥特別支
援学校の生徒たち

TUJ 世田谷区での活動

テンプル大学ジャパンキャンパ
スと世田谷区が包括的な連携・
協力に関する覚書を締結



TUJ生涯教育プログラム、内容を刷新

東京都世田谷区にあるキャンパスでの生涯教育プログラ
ムの履修風景。

生涯教育プログラムは、時代のニーズ
と受講生の多彩な学習目的に応える、
単位取得を目的としない公開講座を提
供するプログラムです。
この度、生涯教育プログラムの見直し
を行い、プロフェッショナルトレーニ
ング修了証書コースを刷新しました。
語学、グローバルビジネス・マネジメ
ントなど6分野で、オンラインと対面の
ハイブリッド形式で提供しています。
https://www.tuj.ac.jp/jp/cont-ed

Pick Up! 2023年9月、観光・ホスピタリティマネジメント学科を
新設

TUJのキャンパスで学ぶ学生。

TUJは今年９月から始まった秋学期
より、観光・ホスピタリティマネジ
メント学科を開設しました。テンプ
ル大学米国本校ですでに存在する本
学科は、2022年「世界大学学術ラ
ンキング」の学科別順位で7位 とな
るなど世界的に高い評価を得ていま
す。TUJにおける観光・ホスピタリ
ティマネジメント学科の開設は、学
問の幅を広げ多様なキャリアパスを
提供するというTUJの理念に沿った
ものです。

Pick Up! 大学学部課程にeスポーツプログラムを導入

9月に開催された東京ゲームショウにTUJのeスポーツ
チームメンバーが参加。

TUJは2023年5月（夏学期）からe
スポーツ修了証書プログラムを開講
し、eスポーツ界におけるマネジメ
ント、業界動向、法的・倫理的課題、
ソーシャルメディア活用や収益獲得
の手法などを学ぶコースを提供して
います。それに伴って大学公式学生
eスポーツチームも、組織化されま
した。学内の活発なゲーミングコ
ミュニティ育成にも注力しています。

TUJ ニュース

https://www.tuj.ac.jp/jp/cont-ed


Pick Up! 9月末、米国商務副長官や内閣広報官、TUJにて講演

TUJは、2023年9月26日・27日の両日、内閣広報官および米国商務副長官を招き、
TUJの在学生・卒業生、教職員ら大学関係者を対象とした講演を開催しました。両
日とも、参加者にとって、地域の安全保障や世界貿易、サイバーセキュリティ、日
米外交関係など、重要な事項についての見識を深める貴重な機会となりました。

四方内閣広報官は、満席の参加者を前に
講演を行い、対米関係やインド太平洋地
域への関与についての岸田政権の政策、
日本の安全保障やグローバルヘルス（国
際保健）問題、経済成長、イノベーショ
ン、テクノロジーへのアプローチなどに
ついて見解を述べました。また、日米同
盟の重要性および東アジア・インド太平
洋地域の安定の重要性を説明し、今年5
月に行われたG7広島サミットにおける
進展についても触れました。

会場からの質疑に応じる四方敬之・内閣広報官（左）とTUJの
ウィルソン学長（右）

◆四方敬之（しかた・のりゆき）内閣広報官による講演（9月26日）

◆ドン・グレイブス米国商務省副長官による講演（9月27日）

商務省ナンバー2の高官であるグレイブ
ス氏は、日本・韓国におけるサイバーセ
キュリティ・ビジネス開発ミッションの
ため米国企業15社を率いてアジア歴訪
中でした。副長官は政策についてスピー
チし、サイバーセキュリティの重要性と、
それが世界の繁栄と安全保障に与える影
響について述べました。さらに、日米貿
易関係や商務省の優先事項について、ま
た8月にキャンプ・デービッドで行われ
た日米韓首脳会談後の新たな三国間協力
態勢についても貴重な知見を共有しまし
た。

ドン・グレイブス米国商務省副長官と講演後に記念撮影。

国際的な対話・言論の場として －現代アジア研究所ー

TUJは国際的な対話・言論の場としての役割も担っていま
す。TUJの現代アジア研究所（ICAS）が世界的に著名なス
ピーカーを招いたプログラムを実施しているほか、定期的
に政府や大使館からゲストを招いて講演やレクチャーを開
催しており、学生がこうした高官の話を生で聞くことので
きる貴重な機会を提供しています。

Pick Up!



TUJの学生数及び教職員数
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